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日 立 の 化 学 プ ラ ン ト
ChemicalPlants of Hitachi,Ltd.

[1立の化学プラントの発祥は,1935年,

＼■/二の化学プラントの歴史と技術的発展を,

アリングの手法の変遷をも交じえて挑単),

本 山 喜 久*
Yoshihisa Motoyama

要 旨

口本における石油化学の開幕とほとんど期を--･にしている｡このR

日本における化学工業の発展の状態とその要田を背景に,エソジニ

さらに化学プラントに閲し,今後われjっれをも含め,いわゆるェノ

ソニアリンダフアームの向郎する問題点を述べ,おおかたの参考に賛するものである､_J

1.緒 ロ

日本の化学工業の臼ざましい発展の背宗をさぐってみると,

(1)石油精製_1二業の確立

(2)反瓜 合成プロセスの展開

(3)応分丁物質の開発

(4)崗Ll三ゾー]セスの展開

(5)ガス分離,低温⊥業の発朕

の五つ♂‾)要凶があげらJLるが,これをエンジニアリングの面より見

て,どのようにその手法が展開されるかを見てみたい｡まず第一の

五日由精製二l二業は,世界的に広く,初期のエンジニアリングファーム

の種々の手法を確1∵させる基盤となったものであることは,今さら

いうまでもない｡そして一時ほ,この手法がエンジニアリングファ

ームの墟ノブな,しかも唯一の武器となったものであった｡第2,第

3の問題は学問的にも新しい分野で,戦後も特に比較的近年に体形

づけが試みド〕Jtているもので,第1のすi油精製の一一般概念から著し

く離れた領域のものである｡これがむしろ最近の石油化学工業のJ三上

体となっており,このた桝こ長く蓄積された技術的なポテンシアル

れ 化学工業の諸会社をして,急速に日本の石油化学工業のリーダ

ーたらしめた要凶にな一)たともいえる｡

第4の高圧プロセスほ,また異なった角度の問題を含んでおり,

過去の経験のうえに摂南ねられた,アンモニア合成二【二業を中心とす

る高圧合成技術が,エンジニアリングという新い､場にさF)される

ことで別の展開を繰り広げ,そして数千気拝の装置ほ研究室から抜

け出て,工業としての成熟をいささか見せはじめている｡第5の問

題は,今までの問題と異相の展開をしながら,むしろ上学的な基盤

を確立していく｡これほ化学会社より生れたものではなく,逆にそ

の必要性が生んだ,新しい一つの要求であった｡この要求を満すた

めの解決方法は,世界的に見ても決しで卜分なものではない｡

2.日立の化学プラントの発生

H本の石油化学の開巣は,遠く1935年にまで遡るが,これほはか

らずも日､∵のなかに,化学プラントに対するエンジニアリング約手

法を生むに全らしめた二つのプラントより始まった｡すなわち,当

時日本鉱業株式会社は台湾新竹において,豊富な天然ガスを原料と

して二つの注目すべきプラントを手掛けていた｡その一つは,加圧

下におけるスチーム･リフォーミングで,このプラントとまったく

l司一の構造のものがナフサ原料に切りかえられ,ICI法ナフサ,スチ

ーム･リフォーマとして登場したのほきわめて近年のことで,1950

年も後半になってからである｡またもう一つのプラントは,天然ガ

スをl自二流高圧電流により高温分解し,アセチレンを得んとする試み

で,これは1944年には3,000kW,6セットのプラントにまで成長

日立製作所化学プラント事業部

したプラントである｡これより得られたアセチレンはアルデヒドに

合成され,これよりブタノール,イソオクタンの製造へと一貫した

巨大な工業プラントとなり,四口前の燃料廠に口立の手で建設され

た)S装置と称せられたこのプラントはパイロットからその工業化

へと,100kW,500kW,3,000kW,6,000kWと短期l‾卯こエl速なス

ケールアップに成功Lた-Jこの成功ほまた,当時の陸海7‾F燃料廠の

柴増により,日-㌧が多くの石油精製プラントの建設にたづさわるこ

とにもなるのであるれ この必然の要求が当時1940年,｢I本におい

て芽ばえかけたばかF)のエンジニアリングの一つの手法を,｢二l謀の

なかに育みだす要凶となった｡また戦後の石油化学工業の,本格的

開花への重要な要素の一つとなっている,合成ゴムに関する技術は,

1934年頃より日1い]身合成ゴムの研究を行なうということによっ

ても始められ,その後,これは単に仁l社の研究のみに止まらず海軍

への技師の派遣ともなって現われ,さらに戦後,1953年日本の合成

ゴムの第1州の海外調査用が,政府の肝入りで派遣された際,エソ

ジ‾ニアリング面の調査のため,日立から2名の設計者が選ばれ,つ

ぶさに米国の実体を調査して米ていることも忘れてほならない｡後

に1960年,昭和ネオプレン株式会社(デュボンと昭和石工株式会社

との合弁会社)が設立された際,日立は昭和電工株式会社のスタッ

フとともに,工場の主要部の建設にたづさわ/つた｡また1964fFに

ほ,A社の合成ゴムのプラントを短期間のうちに建設している｡

3.日立の化学プラントとその技術的発展

戦後,目在の建設した化学プラントを手がけたものから年代順に

あげ,その動向を眺めてみると,この間いかなる指向が行なわれて

いるかが判然とするに違いない｡それほ,

(1)抗生物質培養プラント

(2)合成樹脂プラント

(3)合成繊維プラント

(4)空気分離ガス分離プラント

(5)子了油化学プラント

(6)原子力関係プラント

1947年～

1949年～

1950年～

1953年～

1956年～

1956年～

(7)炭イヒ水素原料によるアンモニアブラント 1957年～

(8)環境衛生プラント 1960年～

といった形で分類される｡以トその一-･-･つ一つを概略説明してみよう｡

(1)抗生物質培養プラント

装置の容量において,日本の70%を占める特殊な技術を確立し

た,目立のこの種のプラントは,1947年,国j上予防衛生研究所,

GHQの直接の指導協力のもとに基礎研究から始められたが,ここ

に生れたエンジニアリングの経験や手法,特殊な装置や材料の加

工法は,次の時代に生れる他の化学工業の分野に生かされた｡す

なわち

蛸壷装置....….人形かくはん槽の技術的基盤の確立
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真乍冷凍乾燥装置.

柄剤担川又装踪..‥

l何食材料のう選定加l

抑仁オートグレーブへJ)発娯

鳥兵ソざミ技術の分野への進‡_j‡

凍結,冷凍屯煤の応仙郎へ〃)拡人

力賀田担=l丈装i茸♂う射楚固〟)

介収繊維1二業ヘリ〕j山肘)

l-

〕ノ.

囁√一ノJへぴ)進けl

となる..いJ)はこレ‾り二男は多くの人命を救うことにt卜まドノす,川

養二L二号しfermentation)という新い､一丁抑りのフい一ルドの導入に

役､■.′二つと同時に,し1立にと一,て化学プラントの設計製作技術の確

､'仁と化学機械_上場の形休を懲える/ミ川fiとな一-)たし〕このようにし･

てつF_)かj,れた技術ほ,195∩年,協和醗由宇1∵業株式ヱ=†二か米l†ミI

m4erclく&C().より技術導人した,ストしゾト′†シンレ‾)1湖ソ)

ttlrn-key-baseの増設となり,Merkの枝祢絹にrl二り止fし的ノよ人ヤ

点プラントのェソソニ7リング〝)一法が陸田洗練さ′れ1963イい∴

は明治二製央株式会社が白111化に対処して,′卜一口原の他に建設を榊

的した,ストレプトマイシソ,/､こニシリン,lカナマイシンの】湖

ほほとんど全上場,｢11-/二の下により完成された｡

(2)合域樹脂プラント

戦後,米国がCIEL¥Ⅰ削白を公開したとき,塩化ビニ′Ll二業ほl二l

本の化学工業にとっても,また有能なプラントノー､ゎーにと一,て

も,アプローチのしやすい_‾‾l‾∵業の一つであることを発_比Lた｡こ

れほさきに述べた,口､‡をも含む,戦時中の合成ゴムの抜獅勺背

景と,その十分とほいえぬまでも施肥された技術的土壌のうえ

に,急速に発展した工業と見て差しつかえないであろうっ 口立で

は1950年頃より引き続いて多くのパイロットプラントを安江祉

設し,アセチレン発生装置,反応装置,屯合装匠などの掛こ独lニー

のアイデアを生かし,高度の製作能力ほ高く肘illiされた.-､塩化ビ

ニ′レの原料の転換は,その後に起った石州ヒ学の進歩打)掛こ人き

く影響冒され,その芽‡三次増設計両の前後にほ,EDC｢汀j題がクロー

ズアップされて来たが口立ほ1962年,昭和電工株式会社,旭硝∫一

株式会社と三社共同でEDC分解についての研究を開始,ベーシ

ックノウハウの確立に真剣な多子力を払ったっ

なおここで,卜1山)ミ数多く手がけた合成樹脂プラントのうら,

子巾Ib化学の上智馳好一である,ポリエチレンプラントのl王1+魁にふJL

て友よう｡岳臣ポリエチレンの技術ほ導人当初の1,000気仕ライ

ンより若しく虻乃が高まり,2,500気Ll_三の■如モがユニ‾業プラントと

して採用されるようになってきた.っ1963勺こ,旭ダウ株式iミ什カ■こ

SD法を持って高比ポリエチレン墟設をIj朋台した際,11-■′二はこれ

に対処して,14,000㌦口二のふじ験設備を柚人して応=工機器レ‾);袈裟作に

乗り出し,そして高忙の技術は,新しいエンジニアリングの矧判

ろご必管とすることを発見した.-′すなわち二二に(.仁一恥ハエンジニ

7′リングフ7-ムの入り得ない新しい抽城のあることを知り,二!ニ

ンジ′ニアリソブをささえる技術を,その砦二富な研御中とともに確

よすることにより,姐時間のうちに旭ダウ株式会什♂〕プラントの

建設を行ない,引き続きRexa11法による亡j▲:部興姥株式仝什の鯉.没

を手掛けた｡またSO什よりほ,そ〟〕.‡辻計製rFす女恥ゾ)能ノノ左端く二

.汁伽され,超高ロー三反応器のスペイン輸出となF),また新しし､l′1紫

(Autofrettage)の技術による厚内多刷剛)針戌堵,分離諸賢の幾多

の製作ほ,高圧技術の茶盤の確_､■./二となり,次の新しいl那ヒを･迎え

んとしている｡-･九高密度ポリエチレン製造法の一ノつのPhillips

法が把持口油化株式会什(硯日本オレフィン化学株式ヱミ什)により

j導入され,R､二(はここでもアメリカの一拝もなエンジニアリングヱご

什,C.F.Braun什とともに,一旦した点什を持って+二場の址.掛こ

あたった｡ついでながら,C.F.3raun社ほその構内に有名なFRI

(Fractionation ResearchInstitute)のパイロットプラントを設

『トヨ■ることを許している,イ了名なエンジニアりング会社である｡

爪52

.洋
品 端48巻 祁8 り･

(こi)｢‡収繊維ゾウント

無位レ一丁ヨン株式公什り)ビニロンは,国席叫◆左術としてあ生り

にヰ)イ】▲右である..1950勺洞什が′刷=iなアセチレン抑をノ㌍〟)て,倉

炊レ)地エり,`岳‥卜＼進出したとき,ビニロンプラントに.bける鮒

恨ビニノL叫垂綻蒸摺装F群小址.i注さJLたれ こJしもl‾l､■′二のエンソニ

ー7りング〃),粗かい､惟むを飾るもの〝)一一/ノとなノ)たし.当【1､1■=とし

ては1(川祉ユトのスケー′L7ップと,/ミツナシステムより連続化の

たが)ノ‾)エンジニ7リングデータ,ノウハウほほとんど知る酌もな

か▼,た.二.またこれに焚するステンレス材料は,当時ステンレス鋼

乍川′卜ノブi絹ヒイブの数仲川分にヰ)該､当するものであ一,たし,196=卜,化

′-jr:卜業に_r･汁｢る川山系瞭1言ごl▲へ〃〕転換しLビニロン__1二業にふいても

川fjト∴ 抑吉川このJ也に心いて,人無力､ス1ン僚打とする協和カ､ス化

､;(:卜半株Jし∠ミ什･ハBASF泣こ‾アセチレンプラント′つ■､C.C.C.と｢1tl/

rノ)∴ンジ'ニ丁りン ブiこよりノ心火され,そしてこびつ7セナレンから

ホ′∴一ノL′1■ノト推され始めた.､他九日本レ丁ヨン株式会社ほ東汀

レーーヨン株式仝什にリlき続きナイロンの生産を計l如ル,スイス,

rン/ミンク什の特許実施樅を得て,その原料であるカブロラクタ

∴にノノいて∴i絹;即応株式会ネ=こ実施権をJJ▲えた.-J1957年この寸:

.･■榊†j虎稚人ゴミ什ら71朋ラグメムゾラントほ,R､■仁の手ではなばな

しい+‾郎Eけ=ト結を練り瓜ヂるに役j-!ニイノ→ょうに亡完成されたりそして

二√ハシラントほ同しこ･′こ｢卜､'プニ〃)手で数直の増設か行なわれ,ついに

l†l二界的な規模にまで発展した7h こJLL二)のエンジニ7リングの技

術や#テ横されたノウハウは.次のより高い次‾元のものを生みたす

人きな原動ノJとなっている｡これほアクリル系合成繊維プラント

に旧Lても同様のことがいえよう｡またポリエステル繊維につい

てほ,l】l･･こかL一っその原料の一/_)であるキシレンの矧牛イヒ分離のエ

ンソニ7りン ブについで丸善ff仙株式会社の相.淡をうけ,これが

端綿.となノ,て1959叶l,イゝ邦崩初の二元冷凍サイクノしの開発につな

カ=),特殊なん川テ装挺とな--,て成功を見たっ 後にこの冷凍サイク

′しは二t-ナLンプラントにも嫡柑さJしさ仁Jiこ先験を見たのであるし.

また同し､くテレフタル酸プラント,1)MTプラントに関しても,

F-1､Ⅰ′二〃)エンジニアりンブの柄辟をムることカ､ミできるu

このよi‖こ,原軒=美J係で積梯的な捕動を子‾f◆なっている日うtほ,

紡糸のlうTi処珊げ〕;附-1においても独l′Ⅰな地味な研ノ兜を行ない,厳重

な機卿朋七三のもとに,実拉つかの斯い､装置をごiiみたした｡これは

また軸外でも1i′帥)られるとこノ′)となi),ICIのような繊維のパイ

すニーテナて･あるヱご什への,装置の輪｢1うとな-,て現れてきたれ こび_)

ような叫州･′!ミほ,手指巨な抑たと触作技術を杓リエンジニアリング

∵-′一--∴ゾ)帖J主二i_-､きわが)てほ,きりさせるであノ′)う.二J

(4)りこぅ㌔も分離,ガス分鮒娃1掠プラント

ii榊†,2,()n()NITl=ソh什川≠リンテ･フレンケ′し形止〃‾)酸素製造装

iござr‡む3プラント製作した粥在台巨ノJ左′キト,たl‾‾けほ,戦後,株式会

什f:卜糾lニノ先帝川手け己した超高速【f+転♂〕膨張_タービンの二1二業化製作

旅をft阜て1953咋,-ソ仙fl佑r-jの費用を投じて,3()()N血ソh(7)完

令flモ=三J〔ソニ乍1も分離装跨〟‾〕甜1三に城功した._J当=も折りも折り,肥料

_卜米糠料力､‾1〝)耗附ヒのLL柑jにあノ,たた〟),Fauser法,Texaco
法,Gl･an〔le t)aroisse法などの原料ガス｢干上;分恨化川に安†州な一女)上

し7∴ 酸素をrj絹r言するウラントとして,終什に揺′lはれ析〆)た｡

また鉄郎のfH型化ほⅠノー)法,す■なj)ら,_j二吹き転匁イの技術導人と

なり,99.郎gという高純度の酸素の篇変れユ激に高まF),進歩は

7クこ叫些少を呼び,新い､ゾロセスノ川姐所に糾-ん人jLられ,ついに仝

l_即l二_舟宗二〃)5()%り､卜を■事iイj‾するという斯かしい淡絞を什ヨ〉るプ

ラントとなった._J二び‾)l札 アンモニ7原料カ､スの残,CO,CH4等

の除去のため旧来の窒素洗浄方式に寒冷を,併存する酸素プラン

トに持たせるプロセスを開発し,いくつかの特許を待て,短期間

J〕うー仁_)に5プラント碓.i注するという†月績を寸てちたてた｡さF)に引
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〟_) 化 ギ:

き縦き,人什如)ヘリウム打を化分離矧#しノ)川北ヰ)糊輸さ小,柚紙i′J-,‡.

_L某へのアプローチ♂‾)法統ほすさまい､ヰ)㌦)がある(,そ(ノ)ほかi佼
酸ホンゾノ_)製作,SPaCe Clla111bel一の.i辻.汁,い_)1(leval)(汀at(汀〃')拳法

什など〝)榔【‖‾レザj油■i7bllざ‾d三Lい.

(5) ハ州化乍プラント

トは"こi並べレIノれた`屯舶分脈矧F】こ(.L,峨綬,巾び似り丸,けLl)Jt,

‾抑えル)=本蛇金属株式台什の帖l勺に1州､Jl法人l‾一本`成就分鰍抑光所

として,100kWのふ〔験プラントカー;什FJれ,1951咋に運転に人---)

たカ＼この装ド引よサリ952il二,当帖としてはほとんど.訂仁も!朴Lを

持たなか一,たアセチレンーニ･ニテレン仙フ仁の.シ〔ふ小手ナなわれ,エチ

レン〟)紺地分離矧ru■:付加さ八た.しかし/〔カ＼+TJこ〃)心紋i'l(Jな

べJいtば一にノJ原fllljのr湖糾しこしに`)/Hli･しノ.トトソt-Ⅰ臼‖s什にl二業化〝)

れななさし入′)た..･ノノ,1リ､トレ)Ll二うノ㌧ここともr†〟),川l勺にニト八､て

さまざまな形で胎動左′比せていた,fi納付､7:レ)ノ.〔髄ほ,1956叶11

本イf油化学株式仝什J)拉触分解ガスかド),fソブロビ′L7′しコ

ーノしとアセトンの(卜戚へと,いよいよ本格的な第一一一歩か雌ムださ

れた.-.このプラントはStone alTd Webster社のベーシックェソ

ジニ‾アリンブにより子J■■なわれた`亡)〝‾)で,11川三のエンジニ7リング

ヱさ什-ハジョイ′+ターンイ1ご7火〟)る恥二な-,た什ブくなし-ノず,二と〃)繰上

十L
ン米群/･S&WルトIlざ.士t_いi.r抽一三仁一見せく,糸Ilとイ)な

た..また二〃)ノ■二′ントけ(ラモん.1二‾卜螢デ仙土細■峯凱1-ト･ふ,たた+J)

い‾_,l】､1仁の乍1も～ナ離北己#ろ_‾小心七寸イ)細〟).殺.i【･拳川二卜〃叫女術力＼

十分に′卜かさJい三,ことになり､こ･ハ1如かr)-ハニr･･ンジニ7リング〃)

ありかたに,･/‾ル‾)指州イトさ二7-リ＼えることとな･-ノた.ノ

1958年,rl本におい｢る第･朋子川】化′芋`汁向ほ,ナフ+十センタ

ーの発ノ⊥となノ,て規J)ゎたが,S&W什は巧妙なr一三戦のもとに｢】

本に卜l拒むして,11本J‾)二⊂-ンジニ了りンブ去什左･して単なる二】‾一ン

ジ‾ニ7りン グIび)熟練づチ倒汽･ぴ)捉り仁に打才れノウハりJ)流出をl妨Il

しようと与■ラ〟_),そLて,そ川こ城功した..よた 一山†Hltl化学ほ,

二と-ハゾローーヒぺ√ハ脚部さ＼つ分離肘巨望叫■女術び)卜すかしさ,分解鮒■【j

〝)解析♂)i月燃さかL‥).i芹外L札と【何様,11心亡も川内栴ぎ拠の占‾告ヱさ什よ

り,化′芋l二業び).｢汚ゴミ什へ〃)虫ノ･､■.-ニカ■櫛叫二格-,てアイ■き,二とれに/_)Jし

イけ山桃笹望のエンジニ7リングげ〕手法〝‾)Lんでほf辻､t.′二たないこと良一,

エンソニ7リング割けl身もf貨々と知rノさJもていィこか,このとき,

=､■./二ほ別の巾｢‾(二･lrlFJ叫浅術を作r)あけようと牛リノふ′続いJていた..

すなわ｢+,言担鉄三ミ什〃)副′トカースく[り〝‾)C()(;(上,Til【なる水素淋とし

て-(1､ほな∴ニーニナL/ン似とLてレ‾)仰IJうニー‾はかく)べきであるとL∵て,

C()(;い維持分離粁湖ノウントハノ､r-コッ=iご址.iそょし,】一本銅管株

人∠川二いJ也で■ゞ油巨也∴ナしン1′'._▲l‖川丈寸るこ七に収功Lた..こJし

亡よ,謀与21別の二･エチレンセンターーとして,1960了りL如榊株式‡_ミ什

(J北九‾.:1てイ紬=化′､デ:総べ∠ミ什川-､Ⅰ一ul-giノいノーンドクラッカー〝)ノわしを

採川することを如上すると柑】､■j七に,こ〝)COGび)ノミヤロットの経

験を仙こ,【-‾l､-_仁ノじの深冷分離〟‾)栴製プラントの倹.ト1■に人り,分解

机まLurgi,イ肺精妙土九九 掛号音分軌よ日‾l■_/二という組ふ合わせ

で,紙舶は一190℃かぃノI棚.,l.は1,00()℃リ､卜という払†.度柑川のユニ

ークなエチレンゾラントカ'こ払子放されじ)しノかしノこのプラントほ,

悦打とのほか〃‾)維描=心!=出.とサンドクラッカーーrハ分析機偶叫王り臥と

レ)た州こ址.没カ＼埋れ,川し=､■山1弧没なれ当したS&W法iこLL(,

大仏朴ff油化号株式仝什の･エチレンゾラントのほう′いJ文例にヰ)さ

きに′l工藤運転にはい一,たことが,米l-!主lのエンジニ7リング去什〟)

川1J石ごさらにl〔紳Jることにな一-,た.Jそして1965小二うぅり,九,･■■キ

川山化′エア:株式去什の打方2J訓〟〕小推10ノブt什⊥ナレンブラント亡よ,

S&W法の掛Iはなり,11tl.亡,S&Wの協ノJのもとに13佃Jjrハ

短期間で上組工事も含めン三成された｡しかしながら,一刀におい

てほエチレンの規模が大きくなるにつれ,測度されるプロピレン

叫†■■i化に卜分な-､′-ケ｢ソトが粘ら′ナしず,ここにhigllSeVerityり)

ノ ラ ト 96ニi

ナノ∴り‾分仰灯亡び)川上出力ーこ人きtくけびトカ､こり,このlけす〉√ご･に州帥,

R()W什(Rlleinisし11eOlefinWerke)にlligllSeVel-ityいかを咄1i′と

しら上なばなL-い収火在･あけていたシーソス什と,S】1(汀tResid=1SC

わiとれ仙ナた′L--､′ス什〟)進‖=こより,∴ナレン(ノ川り拙(.〉二･にナナ

称ハノノノ(に旧心′1'こ脈lいさJL,ゾり一ヒ人工【ニンジニー′'リングに叶J-/〇

巧`え:ノブに微妙な餐化が月且ドノJ)JLて米た.ノこのl川Ilしt∴=)曲別斗き

【打,分解装掛こ広範なノウノ､ウ左′川√,ていたl】､-/二は,ここに糾し

･くシーラスの技術を増人することによりきわ〟Jて応い次九〃‾)ノウ

ハウを才､トち,そのユンジこニアリング巾にさじJに力必い/ミックノいフ

ーーを上川けることにな′-,たく.如11､トニンジニアリングl巾右こ心けイ)

11i汀(トⅥ･･;ll‾eJ)1こ術によるケこl稲川り別海され胎ふ7)てさているとさ-,

lトー′二はさ上､)にこと√ノ)∴ンシ■二‾′'りング巾=二寸リノナリナイと杭仲什

二I加り休してい･二こセト■_/ト,た..

(6)J坑√lノ州与】幌ゾニノンll

ここでほ瞭r一ノJそレ‾)もゾ)叫チり越を/隙き,こレ)｢て二I州‾小′川二=‾j∵こ

き問越を椒r)あげたい｡l‾l本をこ姐設された第1り一の瞭J′･少川よ

NWAのウオータポーラであるが,こけ加瀬トl▲に心けるl木一難で狭

い微妙な軋揖の月い毅桁揺れ卜(エ,r-ll■/二√ノ‾)化′ゝ7:ゾラゾラント快】係パー

〝)｢に.ト,て子f■なノー小,そ州J川上は軸外にヰハ小.､■1したi榊糾州f

-ハれとといニレニJト,た_､二′寸=上1953イトハこ′ト'∴む),た′小,そ(ハ掩

次ウとJ∴数関数匁＼加Jl三水ノj三輪紫i㌢壬液体利点√吏験装揖,脈動坊

ン+心と‾･i'‾之)州†1紫粁,放卑H竹森女物焼却装岸,放月=隼雌駕除上

北綻などか墟設さ+1るとともに,椚恥‾El二株式会什と〝)八向研ノ克

として,_屯水プラントも開発された｡また棒状f比にtLる繊維にJ`､j'

l‾･j‾る放射線J丈止､装躍のl消光ヰ)=■なJ)れた.,

(7)以ミ化水素原料･によるアンモニ7'プラント

J-力胡の化′､デ:_11業の体質〔を一かえた一/ノい人きなH!1逝け,▼ノ'ンモ

ニ丁川のJ新村カ､人跡ノ)転換と,二と〃)多/†J化投質≠と比て.卜い-仁一占ノノ

`ノ.そLてこ川土必然【'ドルニ川11】化′羊〟)分野に,=形ノ)化′羊∠ミ什■イiJ

什ヂり込ん+(1,子+■■ノノ仁.こノ〕紙製はまた,新しい分即へノ注欲を持､i㌧

一-)リ､けているl二h■リノ〕,こ〟う二l二菜/＼〃)横梅的な進化とな･,て硯オー)れ

てくこる‥l=け壬(ハ7ンセニり'_上米に_FJいてほ川山綿製と伺悦 あま

りにも新Lい二Lンソニフ'リング州.【いF)込むJミ地か少なか/,たし,

とこノ′)ノ川東枇八厄机 原洲,人然カ､､スそしてナソサと流体化す

るにし/こカ■こい,11-■/二(ノ)÷r-ンソニフ'リング･グ′L-一ゾほ凪い剛iノkと

卵叫く/ヒ′fミ阜て,ここにl】い盛な附左肘〟)l糊イiとfr一川二〝)与りル‾こ仏J)Jしし.

そして,人然カーースJ維紬f,寸ソソノ'1川政別封乱i掘ノ(カー′トン除

+三矧軋ノ′トトーソ,リ:乍′くも分離二村郎.【i√ナノブ八に.1二る額素拙作矧#,

M†くA拙作矧札 彰桝｢㌻IJk純なと､糾い､ゾ･ユーーニスや炎【どころご什.･んトニ

L,それ力､こ二1エンジニアリング叫＼げ亡ろごさらに■‡■紳)ていくうえにf堤

､■/ニノ)た.′そして1965咋姓‡!ヨICI什とのい+でアンモニア√､㌻戌にl丈▲】

する技術提携がりなJ)れ,1966イ巾こく･エー-･辿〝)シーラスレ)血管〔欠巾こ

)っいて技術提携か止糸.■fされた′+

月且れ アンモニ7_l二業ほ,1■J仝に大形化された近代的なイ榊化

′羊_l二菜の-･附りになりつつあり,そして一一旦三〔したプロセスとして,

コンビューー一札二しとり総～斤嵐i､j‾の子J-'なJ)JLる卜業へと脱戊したカ､こ,

こ川Jこ,1ト'/二にと-,て爪抑けべき分野fがますます広〟〉F)/‾ノノ′ノムる

ことろ∴か火L-く_Lう‥

(8)還墳勧′卜l箔】旅ノラント

l‾=仁ほ1910咋代より,′fElも肘々=しりJうしl､ん)装揖な製作L,

公`i圭子叫!り越あるいは似_宗ニイ∫細物のl･刈丈に山桃してきた‥粉鵬をイー】て

う椎ノぐ〝〕カ'スな収り扱う+二業ほ非′.附こ地味で,触維な技術的肝光

を必柴とする()そして絶えずテーマがテーマなりに人きなトラソ

ルに池過する,しかし,この困難に良く耐えて卜‾l山よ次々と公′F上-;

の問題に取り組み,一--･つ一っ解決の道を歩み続けている.〕放射性

岬劣の除去対策とLては郎屯な桝プヒがテJ㌧なj)れて,一.左端仙なノノーJ℃
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よりもさらに后蝮度の高いフィルタが開発され,そしてこれらの

技術ほ次々と各種のプラントのなかに,あるいはその前後にと組

み入れられて成功を見た｡･--･方,このガス体,粉体の取り扱い技

術は,空気輸送プラント,瞬間乾燥装置などとなって現われてく

る､)また水処理装置関係の技術も,まず給水の処理プラントより

始まり,工場の排水処理プラントが手掛けられ,さらにし炭の処

理設備も建設されるに至った｡放射性廃棄物の処理については,

1958年米国ADL杜のデザインのもとに,原子力研究所に特殊な

焼却プラントが建設された｡さらに1963年よりは一般の都市の

ごみ焼却設備が建設され始め,1964年以降には煙害の問題も意

欲的に取り上げらズ1,1966年には,政肘の重安プロジ工クトのテ

ーマとしても正式に採川されることになっている｡

以__l二概成された雁史を,そのまま現在のR本の石油化学の発達の

雁史に照し合せて見ると,この新しい躍動する石油化学とともに変

じ ともに歩んできている日立のプラントの姿を見ることができる

と思う｡しかしここで見落してならないことほ,日立が百日的に無

節操に時の流れに合わせて,これらのプラントを単に造ってきたこ

とではなく,そこには,絶えず強い次のポリシーが流れていた｡す

なわち

(1)化学二卜業用僚料ガ1スを小心として

(a)アセチレン,(b)エチレン,(c)水素,(d)酸素,零素

(2)高圧技術を小心として

(3)低温技術を中心として

(4)真空の技術を中心として

である｡この中(1)項について順を追い具体的な問題で説明すると

(a)アセチレンの製造は天然ガスの直流電孤分解より入り,次

に改めて大然ガス,ブタン竜孤分解を行なう｡そして合成繊維の

原料としてほ,カーバイド法によるアセチレンプラントが次々と

建設され,引き続き合坪化されて7fく｡ビニロンの原料としてほ,

TO-Plant(酸素発生装置)を用いての人然ガスの部分酸化による,

BASF法アセチレンのプラントが姿を現わす｡次いでタンゼンシ

ヤルバーナによる天然ガスとナフサ分解装置の試作が行なわれ,

さらにはプラズてアークによる分解の基礎研究も着実に成果をあ

げ,米国MHD研究所のレベルを越えて_1二業化の段階に近づきつ

√)ある｡

(l))エチレンの製造i･こりいてば竜孤分解によるアセチレン,エ

チレンの併産の試みが行なわれ,また部分酸化法による併産の

パイロットも建設を見た｡しかし主体ほあくまでもエチレンに置

くべしとの見地より,重点的な方策が打ら出されて行く｡工業生

産設備としての建設ほ,S&W杜のModell∃炉,Selas杜のエタ

ン分解炉i,S&WがHercules Powder法により開発を試みた

HS炉,SelasのROW型分解炉i,Selasの4-paSS炉などその枚

種は広範でしかも最新鋭のものか多い｡またコークス炉ガス(C.

0.G.)よりのエチレン,垂質油の稀釈ガスによる分解などの開発

研究も精力的に行なわれ 技術提携先Selas什との研究開発と柑

ま一,て大規模な展開がHされている｡

(c)水素の製造はまず水電解槽の人量生産かに)目立の技術史は

始まっている｡この寿命ほ長く20数年におよんだれ その後に

引き続く原料の炭化水素への転換は,重油または原油を分解する

Fauser法の低圧ならびに高圧の部分酸化法のプラントと,Texaco

法の高虻分解のプロセスへの建設につながり,天然ガスの分解と

してBASF法アセチレンのオフガス,カーポンプラック分解炉の

オフガスよりの水素瀕を求めることになる｡そしてこれはいわゆ

る改質炉への転換となり日立独自の炉も開発され,また大量の水

素プラントとしては,Selasの水素用リフォーマの技術導入へと

発展してきている｡さらに高度の技術としては,水素と同時に多

量の一酸化炭素を得て,オキソケミカルの端緒を開いてきた｡

(d)酸素,窒素の製造法としての技術はやはり一興して発展す

る〔〕すなわち水電解からの酸素は全低仕法窄㌔も分離装置からの酸

劇こ変わり,それにより安f仰こより多量の酸素を牡に送るととも

に,窒素の高安も喚起するところとなる｡さらに液体窒素洗浄装

置を加え,深冷分離の技術の発達は水素の分離,垂水の分離,精

製の技術へと発展し,ヘリウムの液体分離につながる｡

4.日立のエンジニアリング

化学プラントにおける,高度の設計,製作技術を要する部門の絶

えざる進歩と開発ほ,これを中心とするプロセスの発展を‖†能にし,

工業化へのエンジニアリングの展開をも可能にする｡プロセスある

いほエンジニアリングの確う二仁実施にあたり,Hard-Wareからのアプ

ローチが今｢1のように高まることほ,一部の識者のみが予想し指摘

したところであるが,大方ほむしろこれを無視してきたものと言わ

れている｡R立が常に世に誇る小央研究所,日立研究所のスタッフ

ほこの点に着実な協力を払ってきた｡そしていわゆる総合メーカー

の威昧を遺憾なく発揮して高圧の技術,低温の技術そして真空の分

野へとの堅実な歩みを続け,今後も実り多き成果をあげることであ

ノ'Jうー二.こJLド)の技術の-･端はすでに紳介されてきたが,その.沖仙は

さFJに海外にまで高まり/Jつあることを付言して置きたい(〕

化学__t二業特にイけ由化学二1二業の特艮は典型的な装置産業と言われ,

さらに技術革新のテンポの早い場に絶えずさらされている｡これに

対ん己するプラント設計部門の2本の支柱は,エンジニアリングの高

度の能力と,そのプラントの基本を構成する高度の特殊装置の開発

と解析および設計製作能力にある｡

/㌢までの所見ほこの後者に什よりすぎた感がないでもないが,こ

れは大げさに言えば,†杜界的に見てこのような形体を整える化学プ

ラントメーカほ少なく,またこのような多彩な展開を試みる組織の

棋形は少ないため,いくぷんか紙面を賛し過ぎたかも知れない｡さ

てここで前者のエンジニアリングの耐こついての問題に筆を進ぜ)て

行きたい｡

エンジニアリングの手法の類型化はまず,石油精製のプラントよ

り発′卜し,そカーtが強制されて行く｡それは逆にメーカーの特質を失

なわせるとともに,一方では類型化された会社を多く作らせ,競争

の結果,安価な,しかも良質の製品を作り得る基盤を作らせる｡しか

し一向最も経済的にすべての装置で成功する基本条件において,い

ささか平板なパターンを作って,真の意味における経済設計より離

れてアイ▲く傾向を見せ始ぜ)る｡これほエンジニアリング会社の一つの

弱ノ･∴tであるかも知れない｡これを補う努力は次のようにして展開さ

jLる｡すなわちプラント全体のきわめてち密,精巧なヒート/ミラン

スの組方にその努力の大半を傾ける｡こうしてコンピュータを卜分

駆使して,劣勢を挽回するエンジニアリング会社がアメリカに現わ

jt,そして比較的長期にわたり,この何の優位性がその会社を特色

づけるり 次に大肌な大形化とプラントのコンパクト化が試みらjt

る._､こJtはある意味にぉいて大きな危険の負才11を,エンジニアリン

グ全紙が自ら求めることになるし〕このため契約血の研究が盛んに行

なわれ,免責事項が年ごとにち密さを加え保険会社への類似化にま

で発展する｡そして営業部門は最高のメンバーで構成され,また専

門の化学技術者か,さらにまた専門の契約事務の教育を,徹底的に受

けまた訓練されるようになる｡次に新しい業務としては,完成され

た+二場の保′､1二整備契約に進出し,運転の請負いにまで発展してくる｡

これほ化学会社の旨点をついた進出か,あるいは利害相反する二業

種の婿姻かほ,後世の批判にまたねばならないが,近年の変ぼうは

まことに著しいものがあることの一端を示す十分な材料であろう｡

さてこのような激変の中にあっての,日立のエンジニアリング両の
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動向をここで見失ってはならない｢､いくぶん紙数を賛して見た目､二仁

の能力は,ある面では単にプロセス･ノウハウをよく理解し消化し

得たというにとどまり,エンジニアリングの手法からは米国に比較

し格段の美のあることを,G.H.Q.のDr.Foster氏に教えF)れ,

Merck&C().のSuperVisorltから指摘教育を受け,さらに日本ホ油

化学株式会社のアセトン,1PAのプラントでデテール･エンジニ

アリングを行なうことにより十分知らされた(〕その後の努力は,で

きる限り多くの外国の著名エンジニアリング会社,ならびに化学丁

業会社のエンジニアリングを行なうことにそそがれた｡その代表的

な例はStone&Webster,C.F.Braun,C.C.CリSDリDuPont,

nowChemical,Montecatini,Phillips,ICIなど30～40杜におよん

でいる〔〕そして各社の特質や利点ほ,十分に施肥された口たの底髄

の卜に育セノ開化されて子ほ,漸く掴産のプロセス･ノウハl〉のベー

シック･エンジニアリングに役‾弓二たち始める｡その代表的な例の一,

二ほ,昨1965年完成された日東フロロケミカル株式会社のプラント

で,その短期間,低価格でしかも驚くべき見事なプラントをturn-

key beseで完成させたことで,Du Pontの幹部をして専門の調査

凹を派遣調査させると言う実績として実り,現在建設中の大形アン

モニアプラントは,その総合エンジニアリング能力を十分発揮し,国

産のプロセスを含め強力な短期の総状請負いを吋能にしている｡組

織_山こは幾多の変遷ほあったが,3年近くのプロジェクト･マネジ

ャーシステムはよくその責任体制を明確にし,∩立の信用を【†l二に問

うまでの組織に発展した｡さらに従来の導入の技術に基づくデテー

ル･エンジニアリングのみの業務の欠陥をつとに認め,着実に育成

をほかったプロセス･エンジニアは1966年新設されたプロジェク

ト設計部の基幹頭脳として,1]本の将来の化学プラントの発展に十

分な寄与をなすであろう｡その強力な一端の萌芽はすでに一昨年頃

頭
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より見られたカ＼11立研究所を中心とする反応工学の計算機による

解析と,スケールアップへの新しい手法の誕生も間近いものがある(-.

5.結 R

最後に紡びにかえて,エンジニアリング中門仝朴と,har(トware

を中心として発展を見出し始めている外国の会朴の動ドりを見たい｡

エンジニアリング会社ほ,ますます激しいあ吉や･に寸./二たされ,俊劣

は年ごとに変わる変動裏にあって,かえってその特質が失われつつ

あり,今求めるは契約に`1てられた大形プロジェクトの受托,あるい

はプラントの運転の請負,保′､1二,整備請負のような,新しい業務分

野へのアプローチにはいり,これに対し顧客側は包折詰負契約によ

る責件の集中化をはかるが,介業方⊆盤の浅いエンジニアリング会什

に対する危険感と,契約違反わ為に対する数多い長期にわたる.非訟

事件に対する危惧は強くなりつつある｡一面hard-Wareを小心と

する会社は,顧客よりのプロセス面への進出の要求を強く受け受動

的にこの分野へ乗り出すが,限度のない責任の負担におのずから消

極的な態度が強い｡しかしながら新しいプロセス,新しいノウハウ

をいかに装置化し,いかにち密化させるかは,小人数の専門の高級

な特殊のエンジニアリング会社か,あるいは特色あるメーカーのよ

くするところであり,ここに近代の化学+∵業界の一つの障害がある

ことを発見し始めている｡

このかぎを解く老が,次の斯い､engineeringの手法をあみH-け

ものではないだろうか｡日立ほよくこの期待に応ずるべくその形を

整えて行くであろうか｡あるいは件の批判を受けねばならない所へ

知らず知らず追い込まれて行くであろうか,これはわれわれに課せ

られた今後の問題といえよう｡

匡 特 許 の 紹 介

斎 口1信 幸･谷 トr巧

ゴ ム バ
ッ グ に よ る 粉 粒 体 運 搬 車

この発明は上端および下端に供給口および排出口を設けたゴムバ

ッグの上端部を昇降可能な支持わくに支持せしめかつ卜端持主を台わ
くに係1Lせしめ,上記支持わくを介してゴムバッグの上端部を持ち

_卜げることにより該ゴムバッグを積載粉粒体の安息角上1l二に変形さ
せて内容物を排出するようにしたものである｡

粉粒体を輸送する場介には,まず糊粒体を供給U3よりゴムバッ

グ2内に積載すると,ゴムバッグ2ほ区=のように膨張し,保護わ

く13によって規制される｡Lかして供給口ふた7を締着すること

によりゴムバッグ2内は気密に保持される｡目的地に輸送された粉

粒体を排汁iする場合には,終ゴムバッグ2の排｢=ゲート8を開放す

12

E;も

13

8 4

図1

夢

ることにより,積載された粉粒体は排出口4の大きさに比例して流

動排出される｡この場合粉粒体の排出状態に応じて,図2に示すよ

うに支持わく12を介してゴムバッグ2上端を徐々に持ち上げるこ

とにより,ゴムバッグ2はLだいに縦ソテ向に変形し,このゴムバッ

グ2を粉粒体の安息角以上に変形させることにより粉粒体は滞何す

ることなく円滑かつ完全に排出される｡,したがって従来の運撒中の

ような構造複雑な排出装置を必要とせず,また鋼製容器に比べて非

常に軽量化することができるとともに容器内をきわめて容易に気密

保持することができ,構造簡単にして保守点検の容易な粉粒体運搬

小を得ることができる｡
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